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１．保護者アンケート調査 調査概要
0歳―⼩学4年⽣の⼦を持つ親約4,000名に、施設の利⽤状況、満⾜度、施設に対するニーズを主に調査。

【調査概要】
全国のGMOリサーチパネルのうち、回答者約4,000名
内訳︓
未就学児（0-5歳）の⼦をもつ親 3,000名

（0歳児―5歳児の親500名ずつ）
⼩学校1－4年⽣の⼦をもつ親 1,000名

（⼩学校1年⽣ー4年⽣ 250名ずつ）
※割付詳細は右図の通り

【調査実施時期】
2022年3⽉

【調査内容】
未就学向け施設の利⽤状況、満⾜度
施設に求めるもの（ニーズ）、現在の施設とのギャップ
⼦育てについて
⼩学⽣の現在通っている施設、満⾜度
こども家庭庁創設に関する意識

【分析の視点】
単純集計
クロス集計（末⼦の年齢別）
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１．保護者のアンケート調査 結果要約（1/３）
• 安全への配慮、保育者の信頼度は施設選定の重要要素である。
• 施設の保育・教育⽅針、保育者の⼦どもの接し⽅は、利⽤者の転園理由になりうる。

施設選択
理由

• 施設選定理由は、 「アクセス」が49.7%、「施設の
雰囲気」、「安全への配慮」、「保育者の信頼度」が
40%弱。

調査結果 ⽰唆

転居以外
の理由で
の

転園検討
状況・理由

• 保育内容等が理由で（転居等の理由以外で）、
転園、転園を検討したことがある⼈はあわせて
18.2%。

• 転園・検討理由は、「預かり時間等が希望に合わな
かった・合わないから」、「施設の保育・教育⽅針が合
わなかった・合わないから」、「保育者（保育⼠・幼
稚園教諭等）の⼦どもへの接し⽅に不満があった・
あるから」の順に多い。

• 現状は、アクセス、雰囲気、安全
が施設選定において優先されて
いる。「保育者の信頼度」も重要
要素の⼀つになっている。

• 全体的な満⾜度は50%強であ
るが、項⽬ごとに聞くと満⾜度は
50%を下回り、施設や保育者に
「もっとこうしてほしい」という要望
は持っている。今後少⼦化により
施設が選べるようになると、ニーズ
が顕在化する可能性がある。

• 「保育・教育⽅針」、「保育者へ
の不満」により転園に⾄った・検
討している⼈も⼀定数おり、保育
所運営事業者はこれらを担保し
なければ今後利⽤者が流出する
可能性がある。

満⾜度

• 通っている施設の全体的な「満⾜度」として聞くと、
54%が「満⾜」と答えている。「どちらかというと満⾜」
を合わせると93.6％。

• ⼀⽅で、項⽬別に満⾜度を聞くと、「満⾜」は各項⽬
50%を下回る。

• 下のきょうだいを同じ施設に⼊れたいか、という聞き⽅
で満⾜度を聞いたところ、約25%は満⾜していな
かった。
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１．保護者のアンケート調査 結果要約（２/３）
• 保育者同様、保護者も「⼦どもの意⾒を聴くこと」 「⼦ども⼀⼈⼀⼈に丁寧にかかわること」のニーズを持っている。

施設にもっ
と増やして
ほしいと思
うこと

• 施設にもっと増やしてほしいと思うことは、 「体を動か
すこと」が31.2%と最も多く、次いで「⼦どもの意⾒を
聴くこと」29.0％、「⾃然と触れ合うこと」28.4％。

• ⼩学⽣の保護者は過去を振り返り、「⼦どもが⾃由
に選んだ遊びをすること」、「本に触れること」、「創作
活動」等の回答が多い傾向にある。

施設に
求めること

• 保育者同様、保護者も「⼦ども
の意⾒を聴くこと」 「⼦ども⼀⼈
⼀⼈に丁寧にかかわること」の
ニーズを持っている。

調査結果 ⽰唆

• 現在通っている施設の状況にかかわらずお⼦様を通
わせる施設に求めることは、「とにかく安全最優先で保
育してほしい・ほしかった」が36.8%と最も多く、次い
で「⼦ども⼀⼈⼀⼈に丁寧にかかわってほしい・ほし
かった」、「⼦どもを⾃由にのびのびと過ごさせてほし
い・ほしかった」が多い。

• 安全確保は、施設選定の際に
ベースとして重視されている要
素である。

保育者に
対する
課題意識

• 保育者に対する課題認識は、 「特にない」が42.5%、
「⼦どもへの接し⽅」が25.7%、「⾔葉遣い・マナー」
18.4%、「⼦ども⼀⼈⼀⼈に丁寧にかかわること」が
16.4%。
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１．保護者のアンケート調査 結果要約（３/３）
• ⼦どもの個性に関する情報は、多くの保護者が知りたいと思っているが、施設から提供されている割合は⾼くない。

⼦どもの
個性に関
する情報
の

提供状況

• ⼦どもの個性に関する情報（⼦どもが得意なこと、
⽇ごろ集中している遊び、集団の中での⾏動の特徴
等）は、93.6％の保護者が知りたいと思っている。

• 施設からよく提供されている割合は26.4％にとどまる。
• ツールは、「連絡帳」が51.5%。アプリ等の電⼦媒体

の利⽤は20%未満にとどまる。
• 個性に関する情報が提供されている⼈は、その情報

が、⼦どもの「個性」を知ることに概ね役⽴っていると約
86.9%の⼈が感じている。

• ⽣活の様⼦は連絡帳や掲⽰等
でなされているが、⼦どもの個性
の情報は施設から伝えきれてい
ない可能性がある。

• ⼦どもの個性に関する情報は、
多くの保護者が知りたいと思って
おり、提供すると保護者とのコミュ
ニケーション円滑化になり、保護
者の⼦育てにも役⽴つとともに、
⼦どもにとってよい保育ができる。
施設満⾜度も⾼まり、結果として
利⽤者の安定化にもつながる可
能性がある。

調査結果 ⽰唆

（参考）
⼩学⽣の
通っている
施設に
ついて

• ⼩学⽣は、「放課後児童クラブ」、「⺠間の学童クラ
ブ」は、利⽤したいが利⽤できていない理由として「定
員の空きがない等により利⽤、⼊会ができない」がそ
れぞれ26.4%、23.6%。

• ⼩学⽣の通う施設については、
定員の関係で⼊れない等、ニー
ズはあるが通えていない⼈がい
る状況にある。
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２．基本情報 回答者の性別、年代
回答者の性別、年代は以下の通り。

男性
45.3

⼥性
54.7

(n=4,032)

性別 年代

20代
8.2

30代
50.1

40代
41.6

(n=4,032)（%） （%）

調査結果の⾒⽅︓円グラフ、帯グラフは単数回答、棒グラフは複数回答
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２．基本情報 職業、末⼦年齢
回答者の職業、末⼦年齢は下記の通り。

職業 末⼦年齢

公務員
7.9

経営者・役員
1.4

会社員（事務
系）
15.6

会社員（技術
系）
14.9

会社員（その
他）
16.2

⾃営業
2.7

⾃由業
0.8

専業主婦／主夫
24.2

パート・アルバイト
14.6

学⽣
0.0

無職
0.8

その他
0.7

(n=4,032)

0歳児:2020年4⽉2⽇以降⽣まれ
12.5

1歳児:2019年4⽉2⽇
〜2020年4⽉1⽇⽣まれ

12.5

2歳児:2018年4⽉2⽇〜
2019年4⽉1⽇⽣まれ

12.5

3歳児:2017年4⽉2⽇
〜2018年4⽉1⽇⽣まれ

12.5

4歳児:2016年4⽉2⽇
〜2017年4⽉1⽇⽣まれ

12.5

5歳児:2015年4⽉2⽇〜
2016年4⽉1⽇⽣まれ

12.5

⼩学校1年⽣:2014年4⽉2⽇
〜2015年4⽉1⽇⽣まれ

6.9

⼩学校2年⽣:2013年4⽉2
⽇〜2014年4⽉1⽇⽣まれ

5.6

⼩学校3年⽣:2012年4⽉2
⽇〜2013年4⽉1⽇⽣まれ

6.4

⼩学校4年⽣:2011年4⽉2
⽇〜2012年4⽉1⽇⽣まれ

6.1

(n=4,032)

（%）（%）
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２．基本情報 世帯税引前年収、回答者の最終学歴
世帯税引前年収、回答者の最終学歴は下記の通り。

世帯税引前年収 最終学歴

市町村⺠税⾮課
税世帯
4.9

200万円以上
300万円未満

6.9

300万円以上
400万円未満

10.3

400万円以上
500万円未満

15.5

500万円以上
600万円未満

15.8

600万円以上
800万円未満

24.2

800万円以上
1000万円未満

12.5

1000万円以上
1200万円未満

4.9

1200万円以上
1500万円未満

2.8

1500万円以上
2000万円未満

1.0

2000万円以上
1.0

(n=4,032)

⼤学・⼤学院
卒業
49.0

短⼤・専⾨学
校・専修学校

卒業
24.8

⾼校卒業
22.9

中学卒業
1.8

答えたくない
1.6

(n=4,032)

（%）（%）
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３．施設の利⽤状況 ⽇常的に利⽤している施設、施設の公⽴私⽴区分
末⼦が⽇常的に利⽤している施設は、「認可保育所」、「幼稚園」が20%程度、「認定こども園」が15.5%。
いずれかの施設を利⽤している⼈の通う施設区分は私⽴が50.9％、公⽴が38.2％。

⽇常的に利⽤している施設 施設の公⽴私⽴区分

認可保育所
22.5

幼稚園
20.1

認定こども園
15.5

その他の認可保育事業（⼩規
模保育、家庭的保育、事業所
内保育、居宅訪問型保育）

1.3都道府県・政令市等が認証した
保育所（認証保育所、横浜保

育室など）
1.2

企業主導型保育所
0.8

その他認可外保育施設
（認可外の事業所内保
育、ベビーホテル含む）

0.6

認可を受けていない居宅訪問型の
保育（ベビーシッター、ナニー等⾃
宅に訪問してお⼦様をみてもらう

サービス）
0.1

その他
0.6

利⽤していない
37.3

(n=4,032)

公⽴
38.2

私⽴（株式会
社、社会福祉
法⼈、学校法
⼈、NPO等）

50.9

わからない
10.8

(n=2,528) （%）（%）
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満⾜
54.5

どちらかというと
満⾜
39.1

どちらかというと
不満
5.1

不満
1.3

(n=2,528)

３．施設の利⽤状況 施設に通っている理由、全体的な満⾜度
⼦どもが通っている施設は、「第⼀希望だった」割合が74%を占めるが、 合計8.2％の⼈は「あまり希望していなかった」、
「希望していなかった」施設に通っている。
満⾜度は、「満⾜」が半数強である。6.4%の⼈が「どちらかというと不満」、「不満」と回答している。

もともと第⼀希
望だった
74.0

第⼀希望ではないが、希望して
いた施設の⼀つであった

17.8

あまり希望していなかった
4.6 希望していな

かった
3.6

(n=2,528)

施設に通っている理由 全体的な満⾜度

（%）（%）



Copyright (C) 2022 The Japan Research Institute, Limited. All Rights Reserved.10

３．施設の利⽤状況 施設選択の際の重視点
施設選択の際に重視した点（施設に通っていない⼈は今後利⽤する際に重視したい点）は、「アクセス」、「施設の雰
囲気」、「安全への配慮」、「保育者の信頼度」の順に多い。
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35.7

49.7

28.8

39.6

37.1
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33.6

21.6

40.9
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39.0
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40.7
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16.9
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16.7

10.6
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12.6

13.9

13.5

14.4

24.8

9.8

8.9

8.6

6.6
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7.8

8.3

8.2

8.3

10.0
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施設の教育・保育方針

保育・教育内容（給食等の内容も

含む）

保育時間・預かり時間

アクセス

施設・設備（園庭等の有無・充実

具合、広さ等）

施設の雰囲気

保育者(幼稚園教諭・保育士等)
の信頼度

安全への配慮（事故を未然に防

ぐ仕組みや職員の意識等）

体を動かすこと、外遊び等の身

体面の成長への配慮

親の参画度、利便性等

重視した・したい やや重視した・したい あまり重視しなかった・していない 重視しなかった・していない
(n=4,038)

（%）
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４．施設の満⾜度
⼦どもが通う施設への満⾜度は、「アクセス」、「施設の雰囲気」、「体を動かすこと、外遊び等の⾝体⾯の成⻑への配慮
」の順に「満⾜」が多い。
「親の参画度、利便性等」は他の選択肢に⽐較すると「満⾜」が最も少ない。

42.1

41.9

43.8

49.5

39.5

44.8

42.4

39.8

44.3

34.1

50.2

49.6

45.9

39.4

47.9

46.4

47.3

50.6

46.8

53.9

6.6

7.6

8.7

9.4

10.8

7.3

8.5

8

7.6

10.2

1.2

0.9

1.5

1.7

1.9

1.5

1.8

1.6

1.3

1.8

0 20 40 60 80 100

施設の教育・保育方針

保育・教育内容（給食等の内容も含
む）

保育時間・預かり時間

アクセス

施設・設備（園庭等の有無・充実具
合、広さ等）

施設の雰囲気

保育者(幼稚園教諭・保育士等)の信
頼度

安全への配慮（事故を未然に防ぐ仕
組みや職員の意識等）

体を動かすこと、外遊び等の身体面
の成長への配慮

親の参画度、利便性等

満⾜ どちらかというと満⾜ どちらかというと不満 不満
(n=2,528)

（%）
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４．施設の満⾜度 下のきょうだいの施設利⽤意向
「まだ特定の施設を利⽤していないお⼦様のいる場合や、今後お⼦様が⽣まれたと想定した場合、これまでお答えいただ
いた施設を下の⼦も利⽤させたいと思いますか（幼稚園等の場合は、⼊園できる年齢になったら）。」という設問に関し
ては、「満⾜しており、ぜひ同じ施設を利⽤させたい」との回答は51.6%にとどまる。
満⾜していないとの回答があわせると約25%である。

満⾜しており、ぜひ同じ施
設を利⽤させたい

51.6

満⾜はしていないが、送迎等の
観点で同じ施設を利⽤させたい

15.9

満⾜していないので、上の⼦は
そのままで、下の⼦は別の施設

を利⽤させたい
4.4

あまり満⾜しておらず、上
の⼦も⼀緒に転園し別の

施設を利⽤したい
2.0

上の⼦の通う施設に満⾜してい
るが、あえて別の施設を利⽤さ

せたい
1.9

わからない
24.2

(n=4,032) （%）
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４．施設の満⾜度 転園経験、転園検討理由
「保育・教育⽅針等が理由で、保育園や幼稚園を転園したことはありますか。もしくは転園を検討したことはありますか。
（転居等の理由以外）」という設問に関しては、転園経験者、転園検討者はあわせて18.2%。
保育園や幼稚園を転園した・転園を希望する理由については、「預かり時間等が希望に合わなかった・合わないから」、
「施設の保育・教育⽅針が合わなかった・合わないから」、「保育者（保育⼠・幼稚園教諭等）の⼦どもへの接し⽅に
不満があった・あるから 」の順に多い。

転園したことが
ある
7.6 転園を検討した

ことがある（検
討中も含む）

10.6

検討したことは
ない
81.8

(n=2,528)
22.0

17.4

27.2

17.6

18.9

9.8

6.5

7.4

5.7

5.4

18.7

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

施設の保育・教育方針が合わなかった・合わないから

親の役割や参加度等に関する施設の方針が合わなかった・

合わないから（弁当、イベント参加等）

預かり時間等が希望に合わなかった・合わないから

安全管理に不安や不満があった・あるから

保育者（保育士・幼稚園教諭等）の子どもへの接し方に不満

があった・あるから

園庭や設備面で不満があった・あるから

教育を受けさせたかった・受けさせたいから

自主性の重視、のびのびとした環境で育てたかった・育てた

いから

集団活動の重視、社会性・規律を身に着けてほしかった・ほ

しいから

習い事的プログラムを実施している施設が良かった・良いか

ら

その他

（％）(n=460)

転園経験 転園検討理由

（%）
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５．施設に求めること 施設にもっと増やしてほしいと思うこと
「現在⼦どもが⽇常的に通う施設にもっと増やしてほしいと思うことはありますか。お⼦様が⼩学⽣の⽅は、過去を振り返
り、もっと増やしてほしかったことを選択してください。」という設問については、「体を動かすこと」が最も多く、次いで「⼦ども
の意⾒を聴くこと」、「⾃然と触れ合うこと」となっている。

29.0

24.7

28.4

31.2

18.0

15.9

14.0

16.5

15.2

11.7

13.0

19.6

13.2

15.2

11.5

9.5

9.5

0.3

20.1

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

子どもの意見を聴くこと

子どもが自由に選んだ遊びをすること

自然と触れ合うこと

体を動かすこと

本に触れること

創作活動

音楽を楽しむこと

行事

生活習慣や集団行動などの規律を習得すること

栄養のある給食やおやつの提供

食育

よみかき等、小学校準備に向けた教育

意欲や自信、忍耐や共感などの非認知能力を高めること

体操・英語等の付加的プログラム（習い事的プログラム）

異年齢の子ども同士がかかわること

地域や小学校などとの交流や連携

保護者との情報共有・コミュニケーション

その他

特にない

（％）(n=2,528)
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５．施設に求めること 施設にもっと増やしてほしいと思うこと
「現在⼦どもが⽇常的に通う施設にもっと増やしてほしいと思うことはありますか。お⼦様が⼩学⽣の⽅は、過去を振り返
り、もっと増やしてほしかったことを選択してください。」という設問については、
⼩学⽣の保護者のほうが、「⼦どもが⾃由に選んだ遊びをすること」、「本に触れること」、「創作活動」等の回答が多い傾
向にある。

年齢別

29.0 24.7 28.4 31.2 18.0 15.9 14.0 16.5 15.2 11.7 13.0 19.6 13.2 15.2 11.5 9.5 9.5 0.3 20.1
30.0 28.7 28.0 34.0 20.0 21.3 17.3 21.3 18.7 14.0 14.7 18.0 12.0 17.3 16.7 14.0 14.7 0.0 18.0
23.9 23.9 27.9 30.2 17.1 14.4 12.6 17.1 16.2 12.6 13.1 13.1 12.6 11.3 9.5 7.2 14.0 0.0 20.7
28.8 23.4 24.4 33.4 16.9 13.1 13.1 16.3 18.4 10.6 13.8 16.9 12.8 15.0 12.8 8.1 10.0 0.0 21.6
29.7 25.3 28.8 30.9 17.9 15.3 15.5 18.3 17.9 14.8 14.8 22.5 15.5 18.1 14.2 8.8 11.4 0.0 19.7
27.7 22.5 29.9 30.1 16.8 14.8 12.9 15.8 11.9 8.8 10.7 20.7 12.9 14.8 9.8 9.0 6.8 0.8 23.0
28.7 23.4 25.2 29.3 15.4 14.5 12.5 16.8 13.9 12.5 12.1 22.3 11.9 14.3 7.8 10.5 7.6 0.6 19.9
34.9 30.1 35.6 30.1 21.9 19.2 12.3 11.0 13.7 9.6 14.4 14.4 13.0 13.0 15.1 11.6 6.8 0.7 17.1
30.4 28.4 28.4 23.5 22.5 23.5 15.7 15.7 12.7 9.8 15.7 20.6 11.8 11.8 11.8 7.8 10.8 0.0 17.6
25.7 28.7 34.7 40.6 22.8 19.8 20.8 14.9 12.9 9.9 11.9 24.8 16.8 17.8 11.9 11.9 8.9 0.0 15.8
40.0 23.8 33.8 38.8 25.0 18.8 15.0 13.8 13.8 13.8 11.3 15.0 13.8 18.8 13.8 10.0 7.5 0.0 17.5

小学校3年生(n=101)
小学校4年生(n=80)

2歳児(n=320)
3歳児(n=431)
4歳児(n=488)
5歳児(n=488)
小学校1年生(n=146)
小学校2年生(n=102)

保
護
者
と
の
情
報
共
有
・

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ

ョ
ン

そ
の
他

特
に
な
い

Total(n=2528)
0歳児(n=150)
1歳児(n=222)

食
育

よ
み
か
き
等

、
小
学
校
準
備
に
向
け
た
教
育

意
欲
や
自
信

、
忍
耐
や
共
感
な
ど
の
非
認
知
能

力
を
高
め
る
こ
と

体
操
・
英
語
等
の
付
加
的
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
習
い
事
的
プ
ロ
グ
ラ
ム

）

異
年
齢
の
子
ど
も
同
士
が
か
か
わ
る
こ
と

地
域
や
小
学
校
な
ど
と
の
交
流
や
連
携

本
に
触
れ
る
こ
と

創
作
活
動

音
楽
を
楽
し
む
こ
と

行
事

生
活
習
慣
や
集
団
行
動
な
ど
の
規
律

を
習
得
す
る
こ
と

栄
養
の
あ
る
給
食
や
お
や
つ
の
提
供

子
ど
も
の
意
見
を
聴
く
こ
と

子
ど
も
が
自
由
に
選
ん
だ
遊
び
を
す
る
こ
と

自
然
と
触
れ
合
う
こ
と

体
を
動
か
す
こ
と

（%）
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５．施設に求めること 保育者に対して感じる課題
「現在⼦どもが⽇常的に通う施設の保育者（保育⼠、幼稚園教諭等）について課題だと感じることはありますか。お⼦
様が⼩学⽣の⽅は、過去を振り返り、課題だと感じることを選択してください。 」という設問については、「⼦どもへの接し
⽅」が25.7%と最も多く、次いで「⾔葉遣い・マナー」、「⼦ども⼀⼈⼀⼈に丁寧にかかわること」が多い。

25.7

18.4

13.4

16.4

14.3

9.3

8.4

7.8

7.3

11.8

8.2

0.7

42.5

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

子どもへの接し方

言葉遣い・マナー

安全への配慮の意識（散歩中に周囲に気を付けているか、

事故を未然に防いでいるか等）

子ども一人一人に丁寧にかかわること

子ども一人一人の個性の把握、成長支援

各子どもの集団の中での動きの把握（例：遊んでいる際

に、誰がどこで何をしているかを把握しているか）

子どもが楽しむ遊びの提案力

子どもの自主性に任せた活動の見守り

保育・教育に関する豊富な知識

子ども同士のトラブル時の仲裁や解決

保育者自身の笑顔の多さ・ゆとり

その他

特にない

（％）(n=2,528)
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５．施設に求めること
「現在通っている施設の状況にかかわらず、お⼦様を通わせる施設に求めることは何ですか。お⼦様が⼩学⽣の⽅は、過
去を振り返り、未就学児の際にもっとこうしてほしかったと思うことを選択してください。 」という設問については、「とにかく安
全最優先で保育してほしい・ほしかった」が36.8%と最も多く、次いで「⼦ども⼀⼈⼀⼈に丁寧にかかわってほしい・ほし
かった」、「⼦どもを⾃由にのびのびと過ごさせてほしい・ほしかった」が多い。

36.8

31.0

15.6

27.0

19.8

20.5

12.0

15.2

5.1

16.0

21.1

9.4

8.1

0.2

19.8

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

とにかく安全最優先で保育してほしい・ほしかった

子ども一人一人に丁寧にかかわってほしい・ほしかった

子どもの意見を聞いてほしい・ほしかった

子どもを自由にのびのびと過ごさせてほしい・ほしかった

主体性を身に着けさせてほしい・ほしかった（子ども自ら考えて行動させる）

子どもがチャレンジして達成感を感じられるような機会がほしい・ほしかった

個性・多様性を尊重してほしい・ほしかった

子どもが多様な活動を経験できるように支援してほしい・ほしかった

先生・保育者が積極的に子どもに遊びを主導し、様々なことを教えてほし…

生活習慣を身に着けさせてほしい・ほしかった（手洗い、うがい、歯磨き等）

集団行動、規律やマナーを身に着けさせてほしい・ほしかった

教育により能力（知識、思考力等）を高めてほしい・ほしかった

子ども同士がかかわるように働きかけてほしい・ほしかった

その他

特にない

（％）(n=4,032)
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6．施設とのコミュニケーション ⼦どもの「個性」の情報の伝達状況
• 「施設との⽇頃のコミュニケーションにおいて、「⽣活の様⼦（今⽇は何をした、どこに散歩に⾏った等）」だけではなく、

お⼦様の「個性（たとえば、お⼦様が得意なこと、⽇ごろ集中している遊び、集団の中での⾏動の特徴）」について
知りたいと思いますか、⽇ごろから意識していますか。 」という設問に関しては、「やや意識しており、知りたいと思う」、
「意識しており、知りたいと思う」⼈があわせて82.5%。「意識したことはなかったが、知りたいと思う」をあわせると、
93.6%にのぼる。

• 「施設から、「⼦どもの“活動や⾏動”に関する写真や動画、記録（たとえば遊びや制作などの施設での活動の様⼦
を記録したもの、何ができるようになった、どう⾏動した等の記録など）」は提供されていますか。」という設問に関して
は、「よく提供されている」は26.4%。

意識しており、
知りたいと思う

40.2

やや意識してお
り、知りたいと思

う
42.3

意識したことは
なかったが、知り

たいと思う
11.1

意識していない
し、知らなくても

よい
6.4

(n=4,032)

よく提供されて
いる
26.4

ときどき提供され
ている
48.7

あまり提供され
ていない
15.4

全く提供されて
いない
9.5

(n=4,032)

施設との⽇頃のコミュニケーション 伝達状況

（%） （%）
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6．施設とのコミュニケーション ⼦どもの「個性」の情報の伝達状況
• 前問で「施設から、「⼦どもの“活動や⾏動”に関する写真や動画、記録（たとえば遊びや制作などの施設での活動

の様⼦を記録したもの、何ができるようになった、どう⾏動した等の記録など）」が提供されている」と答えた⼈に、その
⼿段を尋ねたところ、「連絡帳」が51.5％。次いで「紙媒体（おたより）」となっており、アプリ等の電⼦媒体の利⽤は
19.1％にとどまる。

• 「上記の写真や動画は、お⼦様の「個性（たとえば、お⼦様が得意なこと、⽇ごろ集中している遊び、集団の中での
⾏動の特徴）」を知ることに役⽴っていますか。 」という設問に関しては、86.9%の⼈が「役⽴っている」、「やや役
⽴っている」と回答している。

役⽴っている
34.9

やや役⽴ってい
る
52.0

あまり役⽴って
いない
11.3

役⽴っていない
1.8

(n=3,647)

伝達⼿段 伝達状況

51.5

21.3

37.1

14.3

19.1

10.9

16.7

27.1

12.8

2.4

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

連絡帳

施設内の掲示版（ホワイトボード）

紙媒体（おたより）

Eメール

アプリで等での施設からの一斉配信

（全体、学年ごと等）

SNS

（インスタグラム、ツイッター、LINE、YouTube等）

個人面談

子どもの作品や絵などの展示

個別に保護者に写真や動画をデータ提供

その他

（％）(n=3,647) （%）
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７．⼦育てについて ⼦育ての⽅針、保護者との関係性として施設に求めること
• ⼦育ての⽅針としては、「家庭主導でありつつも、施設から⼦育てに関するアドバイスや⽀援を受けたい」⼈が約半数。
• 施設に保護者との関係性において求めることとしては、「施設での⼦どもの成⻑・個性がわかる情報（何をしてどう⾏

動したか、何ができるようになったか）等を教えてほしい」が45.9%と最も多い。

家庭の⽅針で家庭主
導で⼦育てしたい、施
設からの助⾔等は基
本的には必要ない

10.8

家庭主導であり
つつも、施設か
ら⼦育てに関す
るアドバイスや

⽀援を受けたい
56.8

施設主導であり
つつも、家庭で
しかできないこと
は施設の助⾔
に基づいて⾏っ

ていきたい
21.1

施設主導で育
ててほしい（⽣
活習慣の習得
等は施設に任

せたい）
11.3

(n=4,032)
42.1

45.9

32.5

9.9

17.0

14.6

11.0

8.4

9.8

5.3

7.2

17.5

0.2

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

施設での子どもの生活の様子（集団として今日は何をし

た、どこに行った等）を教えてほしい

施設での子どもの成長・個性がわかる情報（何をしてどう行

動したか、何ができるようになったか）等を教えてほしい

施設での子どもの様子を保護者が見ることができる機会が

ほしい

親の意見を聞いてほしい

日常的に気軽に保育者と気軽に話す時間がほしい

日常的に気軽に保育者と話せる雰囲気をつくってほしい

子育てに関する相談にのってほしい

親同士が仲良くなるきっかけづくりをしてほしい

親子で参加できるイベントや勉強会を開催してほしい

親の参加機会を減らしてほしい

保護者対応よりも子どもに向き合う時間を長くとってほしい

とくに求めることはない

その他

（％）(n=4,032)

⼦育ての⽅針 施設に保護者との関係性において求めること

（%）
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７．⼦育てについて ⼦どもが⼩さい頃（未就学の間）の働き⽅・⼦育ての理想
• ⼦育ての希望としては、「⼦どもと⼀緒に過ごす時間がもっとほしい」が最も多く36.2%、次いで「3歳くらいまでは家

庭で⼦どものことを育てたい」が31.3%、「仕事や育児・家事以外に、プライベートな時間を確保したい」が27.6%。

36.2

31.3

15.3

10.4

27.6

16.5

13.1

22.2

4.8

9.8

9.6

12.5

12.6

11.4

0.2

11.2

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

子どもと一緒に過ごす時間がもっとほしい

3歳くらいまでは家庭で子どものことを育てたい

なるべく小さいうちから施設に通わせたい

働き方は子どもが生まれる前と変えずに、外部の力を活用して子育てしたい

仕事や育児・家事以外に、プライベートな時間を確保したい

週のうち数日は家庭保育、数日は施設に通わせるなど柔軟な預け方や働き方がしたい

希望する日時にスポット的に子どもを預けられる仕組みが拡充されて欲しい

子どもが小さいうちは仕事をセーブして働けるようなしくみがほしい

すぐに子どもの様子が見れる環境で仕事がしたい（たとえばベビーシッター、事業所内保育所の利用等）

職場に法定以上の育児休業制度が欲しい（3年など）

職場に時短制度等の制度整備がされてほしい

定時退社等ができるような職場理解や職場の環境改善がなされてほしい

配偶者の職場環境の改善等で、配偶者等が育児にかかわる時間がのびるとよい

求職中等でも容易に日常的に子どもを預けられるようになってほしい

その他

特にない

（％）(n=4,032)
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７．⼦育てについて ⼩学⽣の現在通っている施設、満⾜度
• 現在末⼦が⼩学⽣の⼈の「通っている、通わせたいが通っていない施設・事業」は左図の通り。通わせたいが通ってい

ない⼈が「放課後児童クラブ」は4.9%。
• 現在通っている施設・事業等に関し、満⾜している項⽬については、「塾、知育・教育系教室」、「その他の習い事や

地域のクラブ活動」、「⺠間の学童クラブ」は「内容・プログラム」の満⾜度が「放課後児童クラブ」に⽐較し⾼い。

放課後児童クラブ（自治体の育成室、基本的に就労して
いる家庭の子どもが通うもの）

40.7 40.7 25.8 28.2 41.2 37 36.4 19.7 6.6 1.3

民間の学童クラブ 28.2 35.5 23.4 33.9 28.2 29.8 25.8 10.5 6.5 0.8

小学校の校庭開放や放課後子ども教室のように保護者
の就労形態等によらず誰でも参加できるもの

25.6 27.9 28.7 27.1 41.9 31 37.2 27.9 8.5 0

塾、知育・教育系教室 31.9 21.8 19.5 51.7 41.6 34.2 31.9 17.4 6.7 0.3

その他の習い事や地域のクラブ活動 29 21.4 22.6 48.6 40 32.6 37.6 17.1 7.9 1.2

料
金

利
用
・
入
会
の
し
や
す
さ

、
予
約

の
取
り
や
す
さ
等

送
迎
等
の
サ
ー

ビ
ス

そ
の
他

職
員
の
質

安
全
面

施
設
・
設
備

内
容
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

場
所

時
間
・
頻
度

現
在
通

っ
て
い
る

通
わ
せ
た
い
が

通

っ
て
い
な
い

放課後児童クラブ（自治体の育成室、基本的に就労して
いる家庭の子どもが通うもの） 20.4 4.9

民間の学童クラブ
6.7 6.7

小学校の校庭開放や放課後子ども教室のように保護者
の就労形態等によらず誰でも参加できるもの 7.0 8.4

塾、知育・教育系教室
16.2 11.8

その他の習い事や地域のクラブ活動
22.8 12.2

その他
0.9 0.5

特にない
44.0 67.4

（n=1,842） （n=1,842）

末⼦が⼩学⽣ 現在通っている施設・事業等に関し、満⾜している項⽬
（%） （%）
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７．⼦育てについて 利⽤したことのあるサービス・施設
• 通っている施設や利⽤したことがあるサービスは以下の通り。

36.9

32.3

17.3

7.7

9.0

6.4

2.2

7.4

22.0

11.5

9.5

8.1

8.2

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

児童館

子育てひろば（地域子育て支援拠点。自治体の設置する、乳幼児の親子向け交流の場）

一時預かり

ファミリー・サポート・センター

児童発達支援

その他の行政が提供する子育て関連施設やサービス

ベビーシッター

幼児教室（知育、よみかきそろばん）

スポーツ系の習い事（スイミング、体操、ダンス等）

音楽系の習い事（リトミック、ピアノ等）

言語系の習い事（英語等）

地域のクラブ活動（地域の野球チーム、サッカーチーム等）

その他

（％）(n=4,032)
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放課後児童クラブ（自治体の育成室、基本的に就労して
いる家庭の子どもが通うもの）（n=91）

26.4 31.9 15.4 14.3 23.1 7.7 13.2 6.6

民間の学童クラブ(n=123) 23.6 25.2 23.6 22 31.7 4.1 9.8 2.4

小学校の校庭開放や放課後子ども教室のように保護者
の就労形態等によらず誰でも参加できるもの(n=154)

15.6 26 18.8 27.9 18.2 10.4 10.4 9.1

塾、知育・教育系教室(n=217) 7.8 6.9 27.6 20.7 51.2 7.4 12.4 5.5

その他の習い事や地域のクラブ活動(n=225) 12.9 8 33.8 26.2 32.9 8.9 11.6 5.8

定
員
の
空
き
が
な
い
等
に
よ
り
利
用

、

入
会
が
で
き
な
い

利
用
条
件
の
制
約

（
就
労
等

）
に
よ
り

利
用

、
入
会
が
で
き
な
い

送
迎
が
で
き
ず
通
わ
せ
ら
れ
な
い

開
催
さ
れ
て
い
る
日
時
や

場
所
が
希
望
と
合
わ
な
い

料
金
が
高
い

内
容

、
職
員
の
質
等
に
不
安
が
あ
る

家
族
等
と
意
見
が
合
わ
な
い

そ
の
他

７．⼦育てについて ⼩学⽣を施設に通わせたいが通っていない理由
• 前問で「通わせたいが通っていない」と答えた施設に関し、その理由を尋ねたところ、「放課後児童クラブ」は「利⽤条

件の制約（就労等）により利⽤、⼊会ができない」、「定員の空きがない等により利⽤、⼊会ができない」が多い。
• 「⺠間の学童クラブ」も、 「定員の空きがない等により利⽤、⼊会ができない」が20%を超える。

（%）
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８．こども家庭庁創設に関する意識
• 「⽇本では来年度をめどに「こども家庭庁」が創設され、保育所、認定こども園を所管する構想が出ています。幼稚園

は⽂部科学省、保育所等はこども家庭庁と所管がわかれることについて、どう思いますか。」という設問に関しては、「⼀
つの省庁で所管したほうがよい」が46.7%。

• 「⽇本でも、親の就労等の状況によらず3歳未満の⼦どもは希望すれば保育所に⼊れるようにすべき」という考えについ
てどう思いますか。 」という設問に関しては、「賛成である」が54.1%。

⼀つの省庁で
所管したほうが

よい
46.7

⼆つにわかれて
いてもよい
18.6

わからない
34.7

(n=4,032)

賛成である
54.1

反対である
8.1

どちらともいえな
い
29.0

わからない
8.8

(n=4,032)

所管がわかれることについて 親の就労等の状況によらず保育所に⼊れるようにすべき

（%） （%）
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８．こども家庭庁創設に関する意識
• 「こども家庭庁創設とあわせて、保育者による性犯罪等を予防するために、保育者の安全性について照会できる機関

の設置が検討されています。そうした機関の設置が必要だと思いますか。 」という設問に関しては、「思う」が58.8%。
• 「保育の質の保障という観点から、国の機関が全国の施設を定期的に訪問してチェックし、その結果をホームページで

公表し、保護者や保育者がその結果を参考に施設選びをする国があります。そうした制度を⽇本に導⼊することにつ
いて、どう思いますか。 」という設問に関しては、「賛成である」が55.3%。

思う
58.8

思わない
8.2

どちらともいえな
い
22.1

わからない
10.8

(n=4,032)

賛成である
55.3

反対である
6.2

どちらともいえな
い
27.8

わからない
10.8

(n=4,032)

機関の設置 制度を導⼊

（%） （%）


